
東山小学校だより

平成３１年２月１２日

※ 町内配付２月１２日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

～ 親善スキー大会 終わる ～～ 親善スキー大会 終わる ～
前号でもお伝えしたとおり、2日(土)に小学校親善ス

キー大会・市民スキー大会が行われました。あいにくミ

ゾレと雨の悪天候でしたが、とても多くの参加者がいて

驚きました。スキー協会の発表によると、個人230

名、リレーに100チームの参加があったそうです。

我が東山小学校は、体調不良や所用で参加できなかっ

た3名を除く3～6年生13名が参加しました。個人では

クラシカル3kmに5,6年生男子、同2kmに3,4年生と5,

6年生女子が出場しました。リレーには5,6年生で編成

した男女各1チーム、4年生以下で男子チーム、3年生

以下で女子チームが…そして一般男女混成リレーに職員

チーム(星野･櫻井･佐藤)が出場しました。結果は5,6年

女子リレーが6位入賞でしたが、その他は残念ながら、

個人･リレーともめぼしい成績を残すことはできません

でした。

私も今回、ほんの数回ではありますがクロカンを初め

て体験しました。普通に歩くことやスケーティングはさ

ほど苦もなくできるにはできましたが、スキーにエッジ

がない心もとなさと、ちょっと後ろ体重になってしまっ

た時の不安定感は初めての感覚でした。何事もやってみ

て初めて分かることがあるものです。

12月から始まったスキー活動は、ワックス作業場作

りに始まり、体育館練習から週数回のグラウンドでの

雪上練習と計3回の現地練習。大会前日には大会に持ち

込む様々な物品の準備とそれらの運搬…多くの保護者

に集まっていただいてのワックス作業。そして大会当

日はレース直前までスキーの念入りな調整。クロカン

素人の私は分からないことばかりで、全く役に立てな

かったのですが、学校の数ある活動の中でも、かなりエ

ネルギーを注いで行う活動なのだと強く感じました。そ

れだけに傍らで見ていていくつか感じたことや考えさせ

られることがありました。

子どもたちはそれぞれ「転ばないで滑りきる」とか

「目標タイム○分○秒！」とかと目標を持って臨んでく

れたのですが、残念なことに上位大会である「中越学童

スキー大会」への参加希望が一人もいなかったことが残

 
 



念でした。これについては、原則個人参加で今年は開催地が津南町ということが大きな理由だとは

思いますが、やるからにはやはり好成績を狙い、上位大会を目指して取り組んでほしいというのが

正直な気持ちです。練習でも大会でも、何か今ひとつ子どもたちの熱が伝わってこない歯痒さがあ

りました。サポートしてくださる保護者の皆さんと子どもたちの間に温度差を感じました。協力い

ただいた保護者の皆さんには、心からの感謝と同時に申し訳ない思いでいっぱいです。どうしたら

子どもたちにチャレンジ精神のようなことを伝えられるでしょう？チャンスがあれば、来年は私も

職員チームで参加してみたいと思いました。保護者の皆さんもぜひいかがでしょうか。

子どもたちを知・徳・体の面から育んでいくのが学校です。「この活動を通して、子どもたちに

どんな力をつけるのか、どんな姿を期待するのか」というように、様々な教育活動を通じて、目指

すべき子どもたちの姿を明確にして、その姿に近づけるための支援、指導に精一杯取り組んでいく

という決意を新たにしました。

寄贈図書…寄贈図書…「ぼくらは闘牛小学生！」「ぼくらは闘牛小学生！」感動！ﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ感動！ﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ
「ぼくらは闘牛小学生！」は当校の闘牛活動を題材とした

ノンフィクション小説です。今から８年前、東日本大震災の

年の8月に出版されました。今年に入って、著者である児童文

学作家 堀米 薫さん から「重版の予定がなくなったので、東

山小学校に本を寄贈したい。」という連絡があり、間もなく30

冊の「ぼくらは闘牛小学生！」と、おまけ(?)にもう1冊「ゆ

うなとスティービー」という絵本が届きました。

堀米さんは執筆にあたって当校を取材し、初代牛太郎の卒

業式にも参加されました。牛の角突きにも何度か来られてい

るとのことで、ご存じの方も多いと思います。本をお持ちの

方も大勢おいでだと思いますが、児童はあまり読んでいない

ようです。

内容を少し紹介すると、話は2010年の九月場所に堀米さん

が訪れたところからはじまりますが、すぐに2002年の開校当

時にさかのぼります。東山小学校が全国で唯一の闘牛のいる

学校として開校したいきさつや、初代牛太郎とのふれあいと

角突きへの参加、そして中越大震災。震災からの復興を通し

て、牛持ちの方々や勢子衆の牛への愛情が描かれます。小学生や闘牛を取り巻く地域の人々の姿が

生き生きと伝わってくる感動の小説です。

寄贈してくださった本の活用について検討した結果、まずは今年度在籍児童の家庭に配付するこ

ととし、先日30日(木)の朝会でささやかな贈呈会を行いました。さらに数冊を図書室の蔵書とし

て、その他を東山住民センターや市の図書館等、関係機関にお譲りする予定です。まだ読まれてな

い方がおられましたら、ぜひ一度お手にとっていただきたいと思います。

※ 「学校だより」は東山小学校ホームページにアップしています。写真もカラーでご覧になれ

ますので、ぜひ閲覧してみてください。＜http://www.city.ojiya.niigata.jp/east_mt/＞


